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所有する山林面積および住所・

名義変更のあった方は組合まで

御連絡下さい。 

組合員の方へ  

平
成
二
十
年
八
月
二
十
九
日
、

林
業
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
来
賓

役
員
・
総
代
百
二
十
人
の
出
席
を

得
て
（
書
面
決
議
書
六
十
二
人
）、

第
二
十
七
回
通
常
総
代
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
鈴
木
組
合
長

よ
り
「
我
々
が
生
業
と
す
る
林
業

は
、
長
期
に
渡
っ
て
国
産
材
需
要

や
材
価
の
低
迷
、
林
業
に
対
す
る

施
業
意
欲
の
低
下
に
よ
り
、
必
要

な
間
伐
が
実
行
さ
れ
な
い
、
又
、

伐
採
跡
地
に
植
林
が
さ
れ
な
い
、

高
齢
化
、
後
継
者
離
れ
、
燃
料
を

は
じ
め
と
す
る
資
材
の
高
騰
、
基

盤
整
備
の
遅
れ
と
言
っ
た
状
況
が

目
立
ち
ま
す
が
、
地
球
温
暖
化
等

の
問
題
に
よ
り
森
林
の
持
つ
多
様

な
機
能
に
対
す
る
期
待
の
高
ま
り

な
ど
で
、
国
民
か
ら
も
強
い
関
心

が
あ
り
ま
す
。
又
、
木
材
産
業
側

は
、
外
材
供
給
の
先
行
き
の
不
透

明
さ
、
外
材
の
高
関
税
・
値
上
に

よ
り
資
源
の
争
奪
等
か
ら
国
産
材

が
見
直
さ
れ
、
安
定
供
給
が
求
め

ら
れ
て
お
り
需
要
構
造
の
変
化
が

徐
々
に
現
れ
て
き
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
今
、
林
業
に
と
っ
て
困
難

な
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
苦

境
の
時
こ
そ
好
機
」
と
ト
ヨ
タ
自

動
車
社
長
渡
辺
捷
昭
氏
が
言
っ
て

い
る
よ
う
に
「
こ
う
い
う
時
こ
そ

企
業
体
質
強
化
の
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
、
厳
し
い
時
ほ
ど
我
々
の
真
価

が
問
わ
れ
る
」、
ま
さ
に
、
林
業

に
お
い
て
も
真
価
が
問
わ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
組
合
に
お

い
て
も
平
成
十
九
年
度
は
、
労
務

管
理
の
見
直
し
、
各
部
門
の
事
業

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、

近
年
に
な
い
好
決
算
を
報
告
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏

に
、
組
合
員
は
も
と
よ
り
各
関
係

機
関
の
ご
指
導
・
ご
支
援
・
ご
協

力
の
お
陰
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
平
成
二
十

年
度
も
今
年
度
の
結
果
に
甘
ん
じ

る
こ
と
な
く
、
役
職
員
・
作
業
員

結
集
し
、
信
頼
さ
れ
る
組
合
運
営

と
管
理
を
目
指
す
次
第
で
す
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
と
し
て
、
静
岡
市
経

済
局
海
野
農
林
水
産
部
長
、
静
岡

市
議
会
城
内
議
長
、
中
部
農
林
事

務
所
松
波
農
山
村
整
備
部
長
、
静

岡
県
森
林
組
合
連
合
会
榛
村
代
表

理
事
会
長
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
ま

し
た
。

こ
の
ほ
か
、
静
岡
市
議
会
か
ら

石
上
議
員
、
繁
田
議
員
、
静
岡
市

経
済
局
農
林
水
産
部
大
石
理
事
、

参
与
兼
農
林
総
務
兼
高
課
長
、
同

課
牧
野
参
事
兼
統
括
主
幹
、
同
課

原
田
主
査
、治
山
林
道
伊
藤
課
長
、

同
課
澤
野
参
事
兼
統
括
主
幹
、
中

部
農
林
事
務
所
森
林
整
備
課
橘
川

主
任
、
静
岡
県
森
林
組
合
連
合
会

大
場
参
事
兼
指
導
管
理
部
長
、
独

立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
森

林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
静
岡
水
源

林
整
備
事
務
所
松
本
所
長
に
ご
臨

席
賜
り
総
代
会
に
花
を
添
え
ら
れ

ま
し
た
。

議
事
で
は
、
平
成
十
九
年
度
事

業
報
告
書
を
は
じ
め
、
今
年
度
徴

収
金
額
が
変
わ
る
賦
課
金
に
つ
い

て
も
審
議
さ
れ
、
全
員
の
賛
成
を

得
て
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

第
一
号
議
案

平
成
十
九
年
度
事

業
報
告
書
、
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
及
び
注

記
表
承
認
の
件

第
二
号
議
案

平
成
二
十
年
度
事

業
計
画
設
定
の
件

第
三
号
議
案

平
成
二
十
年
度
一

般
賦
課
金
徴
収
方
法
を
定
め
る
件

第
四
号
議
案

平
成
二
十
年
度
役

員
報
酬
を
定
め
る
件

第
五
号
議
案

平
成
二
十
年
度
諸

手
数
料
徴
収
方
法
を
定
め
る
件

第
六
号
議
案

平
成
二
十
年
度
余

裕
金
及
び
積
立
金
預
け
入
れ
先
承

認
の
件

第
七
号
議
案

平
成
二
十
年
度
に

お
け
る
借
入
金
の
最
高
限
度
を
定

め
る
件

第
八
号
議
案

平
成
二
十
年
度
に

お
け
る
貸
付
金
の
最
高
限
度
を
定

め
る
件

第
九
号
議
案

定
款
及
び
定
款
附

属
書
の
一
部
変
更
に
関
す
る
件

第
十
号
議
案

規
程
の
一
部
変
更

に
関
す
る
件

九
月
四
日
、
作
業
班
員
・
職
員

総
勢
六
十
人
を
集
め
、
安
全
祈
願

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
神
官
を
浅
間
神
社
か

ら
招
き
、
山
の
神
、
木
の
霊
を
鎮

め
、
山
林
作
業
の
安
全
と
山
で
働

く
人
の
幸
せ
を
願
う
祝
詞
を
読
み

上
げ
、
玉
串
を
捧
げ
労
災
事
故
撲

滅
を
改
め
て
誓
い
合
い
ま
し
た
。

祈
願
祭
終
了
後
は
、
中
部
共
立

エ
コ
ー
㈱
の
関
根
さ
ん
よ
り
刈
払

い
機
及
び
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
分

解
・
組
立
て
講
習
を
行
い
真
剣
な

眼
差
し
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

去
年
、
静
岡
県
森
林
組
合
連
合

会
を
中
心
に
、
静
岡
・
井
川
・
清

水
の
三
組
合
で
Ｇ
Ｉ
Ｓ
検
討
委
員

会
を
成
立
し
、
シ
ス
テ
ム
導
入
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
と
は
、
森
林

計
画
図
・
森
林
簿
が
衛
星
写
真
に

よ
り
電
子
化
と
な
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
座

標
の
取
り
込
み
や
、
パ
ソ
コ
ン
の

画
面
上
で
地
理
情
報
を
重
ね
て
で

き
る
た
め
、
事
務
処
理
の
簡
素
化

は
も
ち
ろ
ん
、
組
合
員
へ
森
林
情

報
が
す
ば
や
く
対
処
出
来
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

そ
こ
で
、
い
ち
早
く
取
り
入
れ

た
、
秋
田
県
の
森
林
組
合
に
視
察

研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

雄
勝
広
域
森
林
組
合
で
は
、
平

成
十
四
年
の
三
月
に
導
入
し
、
Ｇ

Ｐ
Ｓ
図
面
で
も
補
助
申
請
が
可
能

と
、
県
の
対
応
も
速
い
。
し
か
し
、

県
と
の
情
報
共
有
に
は
少
し
問
題

が
あ
る
そ
う
で
す
。

今
回
の
研
修
で
、
今
後
、
静
岡

県
・
市
と
組
合
の
情
報
共
有
や
導

入
資
金
の
補
助
対
応
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
森

林
情
報
の
精
度
を
上
げ
る
た
め
に

も
導
入
を
考
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
九
年
度

平
成
十
九
年
度 

第
二
十
七
回
通
常
総
代
会

第
二
十
七
回
通
常
総
代
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催 

平
成
十
九
年
度 

第
二
十
七
回
通
常
総
代
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催 

安全祈願祭 
開　催 

安全祈願祭 
開　催 

～山の神に捧ぐ～ ～山の神に捧ぐ～ 

議　案 

ＧＩＧＩＧＧＧＧＧＧＧＧＩＩＩＩＧＩＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ
入入入入入入入入入入入ににににににににに
いいいいつつつつつつつつつつつついいいいついててててててててててててててててて

ジオグラフィック・インフォメーション・システム

科　　　目 小　計 合　計 
計 指　導 販　売 森林整備 

事　　　　業　　　　区　　　　分 
一　　　　般　　　　事　　　　業 

Ⅰ　事業総収益 
　１．事 業 収 益 
　２．事 業 費 用 
　事 業 総 利 益 
Ⅱ　事 業 損 益 
　１．人　件　費 
　２．旅費交通費 
　３．事　務　費 
　４．業　務　費 
　５．諸税負担金 
　６．施　設　費 
　７．雑　　　費 
　事業管理費計 
　事　業　利　益 
Ⅲ　経 常 損 益 
　１．事業外収益 
　２．事業外費用 
事 業 外 損 益  
経 常 利 益  
Ⅳ　特 別 損 益 
　１．特 別 損 益 
　２．特 別 損 失 
特 別 損 益  
税引前当期利益 
法人税・住民税及び事業税額 
当 期 剰 余 金  
前期繰越剰余金 
当期末処分剰余金 

 
448,759,200 
324,707,524 

 
 

81,633,568 
1,179,867 
1,913,148 
824,263 
1,378,116 
12,428,247 
901,771 

 
 
 

439,757 
813,910 

 
 
 
0 

39,952

円  
 
 

124,051,676 
 
 
 
 
 
 
 
 

100,258,980 
23,792,696 

 
 
 

△ 374,153 
23,418,543 

 
 
 

△ 39,952 
23,378,591 
8,000,000 
15,378,591 
642,175 

16,020,766

円  
448,759,200 
324,707,524 
124,051,676 

 
81,633,568 
1,179,867 
1,913,148 
824,263 
1,378,116 
12,428,247 
901,771 

100,258,980 
23,792,696

円  
10,869,477 
5,046,380 
5,823,097 

 
8,163,357 
117,987 
191,315 
82,426 
137,812 
1,242,825 
90,177 

10,025,898 
△4,202,801

円  
41,323,595 
24,700,576 
16,623,019 

 
12,245,035 
176,980 
286,972 
123,639 
206,717 
1,864,237 
135,266 

15,038,847 
1,584,172

円  
396,566,128 
294,960,568 
101,605,560 

 
61,225,176 
884,900 
1,434,861 
618,197 
1,033,587 
9,321,185 
676,328 

75,194,235 
26,411,325

円 

※事業管理費の各事業への配賦割合は、 
　次のとおり人頭割です。 

※小数点以下未表示のため、配賦数値に 
　合計との不突合があります。 

指　　導 
販　　売 
森林整備 
合　計 

1.0人 
1.5人 
7.5人 
10.0人 

Ⅲ　損　益　計　算　書 

平成19年７月１日から平成20年６月30日 



平成20年9月号（2）第　90 号

今
年
の
七
月
か
ら
、
新
し
い
職

員
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

名
前
　
八ヤ

木ギ

雅マ
サ

子コ

高
校
を
卒
業
後
、
静
岡
県
森
林
組

合
連
合
会
に
就
職
。
十
三
年
働
い

た
の
ち
退
社
。
そ
の
後
、
同
県
森

林
組
合
連
合
会
に
ア
ル
バ
イ
ト
と

し
て
復
職
。

抱
負

ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
す
が
、勉
強
し
な
が
ら
、

今
ま
で
培
っ
た
経
験
が
発
揮
で
き

れ
ば
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
と
家
事
の
両
立
も
上
手
に
で

き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

賦
課
金
納
入
に
つ
い
て
の
お
願
い

平
成
十
九
年
度
賦
課
金
徴
収
に

ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
八
月
二
十
九
日
開

催
の
通
常
総
代
会
も
滞
り
な
く
終

了
し
、
平
成
二
十
年
度
分
の
賦
課

金
に
つ
き
ま
し
て
ご
承
認
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
平
成
二
十
年
度

分
の
賦
課
金
通
知
書
を
広
報
紙

（
み
ど
り
）と
一
緒
に
発
行
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

ま
た
今
年
は
、
賦
課
基
準
の
平

等
割
（
一
人
当
た
り
千
円
）
を
徴

収
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
通
知
書

の
金
額
を
確
認
の
上
、
お
手
数
で

す
が
、
平
成
二
十
年
十
月
三
十
一

日
ま
で
に
納
入
し
て
戴
き
た
く
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
組
合
員
名
義
・
住
所
・

面
積
等
の
変
更
が
あ
る
方
は
、
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
安
林
内
立
木
伐
採

許
可
申
請
に
つ
い
て

保
安
林
を
伐
採
す
る
に
あ
た
っ

て
、
通
常
の
伐
採
届
と
違
い
伐
採

（
皆
伐
）
許
可
申
請
の
時
期
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
二
月
・
四
月
・

九
月
・
十
二
月
の
年
四
回
で
す
。

保
安
林
か
普
通
林
か
確
認
し
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
伐
採
が
終
っ

た
ら
必
ず
完
了
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

森
林
を
伐
採
す
る
と
き
は

ま
ず
伐
採
届
出
書
を

森
林
の
立
木
を
伐
採
（
主
伐
・

間
伐
）
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

伐
採
届
出
書
を
市
長
に
届
け
出
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

提
出
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、

伐
採
開
始
予
定
の
九
十
日
〜
三
十

日
前
ま
で
に
、
組
合
で
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

今
、
当
組
合
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
作
成
中
で
す
が
、
来
年
の

一
月
の
開
設
予
定
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
下

さ
い
。
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平成20年度の除間伐、枝打ち等の補助事業の申請を受付けております。今後、補助を

受けようとする場合には、下記条件を参考にしてお早めに申請をお願いします。枠が一

杯となった時点で終了とさせていただきます。

造林補助事業申請について
森林環境基金で作業道の開設が出来ます。

当てはまる条件は下記のとおりになりますので参考にしてください。

＜幅　　　　　員＞ 原則として3.0mです

＜延　　　　　長＞ １路線100m以上（１年間では300～500m程度です）

※延長が長い場合は数年かかります。又は一部のみの施工となります。

※毎年連続しての施工は困難です

＜事　　業　　費＞ １路線60万円～180万円程度です。（１m当たり6,000円以下です）

＜負　　担　　金＞ 事業費の１割です

＜支障木の処理＞ 関係者で処理して下さい。

＜開設の維持管理＞ 関係者で行ってください。

＜用　　　　　地＞ 所有者の無償提供

＜開設後の利用＞ 開設後概ね３年で受益山林の作業を行ってください。

以上の条件に該当する場所で作業道の開設を希望する方は申し込みをお願いいたします。

また、申込書は当組合にあります。

申込には下記の事項についてご記入をお願いします。

１．代表者及び開設を希望する場所の字・番地等

２．関係者氏名、道路が通過予定地の所有者名及び関係者の同意状況

３．開設を希望する延長

４．完成後の受益森林の作業の計画状況

５．支障木の処理計画

６．完成後維持管理の計画について

７．こちらで用意する図面に希望する路線形を記入してください

※申込期限　平成20年12月19日まで

※工事を実施する路線については、林道委員会で審査し、理事会で決定いたします。

※工事の実施は平成21年度以降となります。

作業道を開設しませんか？ 

1裙＝3.6石

入札日 平成20年9月4日
市回数 2,213回

△強含　○保合　▼弱合（裙単位）

裙単価を石単価に換算するには、
概算で裙単価を3.6で割ります。
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新入職員紹介
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ホームページ ホームページ 
開設予定 開設予定 

<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<

公共事業

事業期間 申請期日 対象林齢 対象面積 そ　　　の　　　他

造林 4月1日～6月30日 ６月中旬 0.1ha以上 植栽密度2000本/ha以上。

下刈り 7月1日～9月30日 ９月中旬 １～10年生 0.1ha以上 二回刈りも補助対象。

間伐 4月1日～2月28日 ２月中旬 11～35年生 0.1ha以上 間伐率20％以上。

枝打ち 4月1日～2月28日 ２月中旬 11～30年生 0.1ha以上 枝下高2.0m以上。

作業路 4月1日～2月28日 ２月中旬
申請単位はm（メートル）。要実測。
２年以内に公共造林事業（人工造林、下
刈り、間伐、枝打ち）を行う事が条件。

間伐材搬出奨励事業

事業期間 申請期日 対象林齢 対象面積 そ　　　の　　　他

間伐材搬出 4月1日～2月28日
２月中旬

（要望の取りまとめは
前年の９月）

林齢制限無し 制限無し 申請単位は裙（立法メートル）。
申請には材積を証明する伝票が必要。

県単事業（花粉発生源対策間伐推進事業）

事業期間 申請期日 対象林齢 対象面積 そ　　　の　　　他

間伐 4月1日～2月28日 組合受託事業 林齢制限無し 0.1ha以上

枝打ち 4月1日～2月28日 組合受託事業 林齢制限無し 0.1ha以上

＊各事業共に着手前（造林は除く）と完成の写真が必要。
＊植栽密度、間伐率、樹種、制限林区分、施行計画の有無によって補助金額が異なる。
＊ゾーニングが「森林と人との共生林」の区域は補助対象外。
＊対象面積は全事業の合計で0.5ha以上必要。

◎申請にあたっての注意点

・補助金申請をする場合は、山林の地番をお調べのうえお越しください。
（既定の申請用紙、委任状に印鑑が必要ですので、印鑑を忘れずにご持参ください）
また、不明な点がありましたら、当組合までお問合せください。

改正建築基準法がもたらした建築不況は下火にな
ったが、今年11月28日施行の改正建築士法は新たな
木材市況の足枷になるのではないかと警戒の声も。
秋需に対し不安視の中、ヒノキ市況は堅調に推移。

特に構造材（3.0m柱・土台）は更に強気配。スギに
関しては製品荷動き停滞のため安値は続き明暗くっ
きり状況。 －秋需第１弾記念市　9月18日貅－

『つち』とは、暦の上で木を伐るに不適
な日を言います。特に優良材の根放しに
は、この日を避けてください。玉伐りは
かまいません。
次回の『つち』 9月27日貍～10月3日貊

《スギ・ヒノキ　明暗分かれる》 《つち情報》


